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	0023  全省庁統一参加資格審査実施等事業
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	参考1　H21全体経費
	参考2　H21執行計画

	0023(1) 全省庁統一参加資格審査　追加説明資料
	【背景】�　平成10年11月27日に行われた第144回国会における小渕内閣総理大臣の所信表明演説を受け、情報通信など、縦割りの省庁の仕組みでは対応できない問題について、既存の省庁の枠組みにとらわれない新たな推進体制を整備するため、内閣総理大臣直轄のバーチャル・エージェンシー（省庁連携タスクフォース）が平成10年12月に発足した。�　このうち「政府調達（公共事業を除く）手続の電子化」プロジェクトにおいて、政府調達（公共事業を除く）に係る業者登録、競争契約参加資格審査等について検討し、平成11年12月13日に内閣総理大臣に報告を行い、各省庁が合意した「資格審査の統一的実施に係る具体的運用について」に基づき競争参加資格審査の統一的実施を進めることになった。� �【目的】�　調達情報提供の充実及び提供情報への簡易なアクセス、調達手続きの簡素化、統一化を推進することにより、企業の負担軽減及び行政事務の簡素化・効率化を図ることを基本として、全省庁において汎用性のある、物品等の調達手続きの電子化を行う。� �【実施対象機関】�　各省庁（地方支分部局等を含む）� �【具体的な取組内容】�　　①資格審査申請はいずれの省庁においても受け付ける。�　　②各省庁で受け付けた申請書に係る審査・結果通知・名簿作成等のデータ処理事務は取りまとめ省庁（総務省）�　　　で行う。�　　③資格は全省庁有効のものとし、原則としてその有効期間は3年間とする。�　　④資格審査基準については統一基準とする。� �【スケジュール】�　　平成12年度（2000年）中にシステム構築・試行を行い、平成13年度（2001年）の定期審査（2001年1月）から実施。
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